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（ 論 文 内 容 の 要 旨 ）  
 

本 論 文 は 、 保 守 主 義 類 型 を 代 表 す る ド イ ツ 福 祉 国 家 を と り 上 げ 、 そ の 特 徴 と

変 化 に つ い て 詳 細 に 検 討 し て い る 。 本 論 文 の 基 本 的 な 問 い は 、 ① 統 一 以 降 、 ド

イ ツ 福 祉 国 家 が 「 い か に 」 変 化 し て き た の か 、 い か な る 方 向 に 向 か っ て い る の

か 、 ② 統 一 ド イ ツ に お け る 福 祉 国 家 の 変 化 が 「 な ぜ 」 生 じ た の か 、 そ れ を 惹 起

し た 要 因 は 何 か 、 と い う も の で あ る 。 具 体 的 に は 、 福 祉 国 家 の 主 柱 と い え る 賃

金 政 策 、 職 業 訓 練 ・ 教 育 政 策 、 社 会 保 障 政 策 と い う 三 つ の 政 策 分 野 に つ い て 、

権 力 資 源 動 員 論 を 中 心 に 、 歴 史 的 制 度 論 や 拒 否 権 プ レ ー ヤ ー 論 を 補 完 的 に 用 い

な が ら 、 上 記 二 つ の 問 題 を 検 討 し て い る 。  
本 論 文 の 構 成 は 、 以 下 の 通 り で あ る 。 第 １ 章 で は 、 福 祉 国 家 論 や コ ー ポ ラ テ

ィ ズ ム 論 な ど の 先 行 研 究 が 検 討 さ れ 、 分 析 視 角 が 設 定 さ れ る 。 そ し て 第 ２ 章 で

は 、 統 一 ま で の ド イ ツ 福 祉 国 家 の 発 展 と そ の 政 治 的 特 質 が 概 観 さ れ る 。 こ れ ら

二 つ の 章 に 続 い て 、 第 3 章 で は 社 会 保 障 お よ び 労 働 市 場 政 策 の 変 化 と 、 そ の 政

治 （ と り わ け 政 党 政 治 ） の 特 質 が 明 ら か に さ れ 、 第 4 章 で は 、 労 使 関 係 と 連 帯

的 賃 金 政 策 の 変 化 が 分 析 さ れ る 。 最 後 の 二 つ の 章 は 事 例 研 究 で あ り 、 第 5 章 で

は 、 社 会 保 障 政 策 の 転 換 点 と な っ た 2 0 0 1 年 年 金 改 革 が 1 9 9 9 年 年 金 改 革 と 比 較

検 討 さ れ 、第 6 章 で は 、労 使 関 係 の 転 換 点 と な っ た 2 0 0 3 年 金 属 労 使 紛 争 の 意 義

が 、 そ れ 以 前 の 労 使 紛 争 と の 対 比 か ら 明 ら か に さ れ る 。  
本 論 文 に よ れ ば 、 1 9 9 0 年 統 一 ま で の ド イ ツ 福 祉 国 家 は 、「 保 守 主 義 」 的 性 格

を 基 調 と し な が ら 、こ れ に「 社 会 民 主 主 義 」的 要 素 が 付 加 さ れ た も の で あ っ た 。

す な わ ち 、 職 域 別 社 会 保 険 制 度 や 男 性 稼 得 者 モ デ ル な ど の 「 保 守 主 義 」 的 要 素

に 、 寛 大 な 給 付 や 実 質 的 な 普 遍 主 義 原 則 の 適 用 と も い え る 再 分 配 政 策 を 通 じ て

「 社 会 民 主 主 義 」 的 要 素 が 付 け 加 え ら れ た も の で あ っ た 。  
そ の よ う な 福 祉 国 家 が 成 立 し た 原 因 を 、 本 論 文 は 、 ド イ ツ に お け る 福 祉 政 治

の 特 徴 に 求 め る 。 統 一 ま で の ド イ ツ で は 、 キ リ ス ト 教 民 主 主 義 勢 力 （ C D U / C S U
社 会 委 員 会 派 ） と 社 会 民 主 主 義 勢 力 （ S P D、 労 組 ） が 協 同 し 、 福 祉 国 家 を 構 築

し て き た 。 両 勢 力 は 、 連 邦 議 会 の 労 働 ・ 社 会 政 策 委 員 会 に お い て 協 力 し て 立 法

に あ た り 、自 由 主 義 勢 力（ C D U / C S U 経 済 派 、 F D P、使 用 者 団 体 ）に 対 抗 し つ つ 、

福 祉 政 治 を 主 導 し て き た の で あ る 。  
 こ の モ デ ル が 、 統 一 後 ど の よ う に 変 化 し た の か と い う 問 ① に つ い て 、 本 論

文 は 、 1 9 9 0 年 代 以 降 、 と り わ け 2 0 0 0 年 以 降 、 ド イ ツ 福 祉 国 家 は 「 自 由 主 義 化 」

の 傾 向 を 見 せ る よ う に な っ た と 主 張 す る 。 こ こ で 「 自 由 主 義 化 」 と は 、 ① 社 会

保 障 政 策 に お け る 脱 商 品 化 の 大 幅 な 低 下 、年 金 の「 準 ビ ス マ ル ク 型 」へ の 傾 斜 、

「 労 働 力 削 減 ル ー ト 」の 制 限 、② 職 業 訓 練・教 育 政 策 の「 ワ ー ク・フ ァ ー ス ト ・

モ デ ル 」 化 、 ③ 賃 金 政 策 に お け る 連 帯 的 賃 金 に 対 す る 企 業 の 生 産 性 イ ン デ ッ ク

ス 賃 金 の 優 位 を 意 味 す る 。  
 そ れ で は な ぜ そ の よ う な 変 化 が 生 じ た の か （ 問 ② ） と い え ば 、 著 者 は 、 統

一 ド イ ツ に お け る 福 祉 国 家 の 「 自 由 主 義 化 」 の 原 因 は 、 2 0 0 0 年 以 降 に 従 来 と は

異 な る 勢 力 、 す な わ ち 超 党 派 的 自 由 主 義 同 盟 が 福 祉 政 治 の 主 導 権 を 握 る よ う に
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な っ た か ら で あ る と 主 張 す る 。 C D U / C S U 経 済 派 、 S P D モ ダ ナ イ ザ ー 、 F D P、 使

用 者 団 体 間 に 超 党 派 的 な 自 由 主 義 同 盟 が 形 成 さ れ 、 こ れ が 福 祉 国 家 政 策 の 主 導

権 を 掌 握 す る よ う に な っ た 。 こ れ に 対 し 、 従 来 の 決 定 主 体 で あ っ た 親 福 祉 国 家

同 盟 は 弱 体 化 し 、 政 策 決 定 過 程 で の 影 響 力 を 減 退 さ せ た 。 そ の 結 果 、 社 会 保 障

お よ び 職 業 訓 練 ・ 教 育 政 策 の 方 向 性 が 大 き く 変 わ る こ と に な っ た の で あ る 。  
他 方 、 労 使 団 体 間 で も 、 そ の 協 調 形 態 に 変 化 が 見 ら れ る 。 産 別 労 使 団 体 の 弱

体 化 や 産 別 労 使 交 渉 制 度 の 空 洞 化 が 進 み 、 産 業 レ ベ ル の 労 使 協 調 が 機 能 不 全 に

陥 っ た 。 そ の 結 果 、 ド イ ツ の 労 使 協 調 の 主 た る 場 は 産 業 レ ベ ル か ら 企 業 レ ベ ル

へ と 移 行 し た の で あ り 、 従 来 の 連 帯 的 賃 金 政 策 の 効 果 は 弱 ま っ た 。  
以 上 の よ う に 、 本 論 文 で は 、 統 一 ド イ ツ に お け る 福 祉 国 家 の 総 体 的 な 変 化 と

そ の 政 治 的 ダ イ ナ ミ ズ ム が 実 証 的 に 明 ら か に さ れ て い る 。  
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（ 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 ）  
 
 ド イ ツ 福 祉 国 家 は 、 福 祉 国 家 類 型 論 の 中 で は 保 守 主 義 類 型 の 代 表 例 と い わ れ

る が 、 近 年 そ の 変 容 が 大 き な 注 目 を 集 め 、 論 争 を 惹 起 し て い る 。 主 な 主 張 は 、

① ハ イ ブ リ ッ ド 化 、 ② 自 由 主 義 化 、 ③ 保 守 主 義 の 維 持 と い う 三 つ に ま と め ら れ

る が 、 先 行 研 究 で は 分 析 対 象 や 説 明 変 数 の 選 択 に ば ら つ き が あ り 、 そ れ が 論 争

を 非 生 産 的 な も の に し て き た 。 そ こ で 本 論 文 は 、 分 析 対 象 を 賃 金 政 策 、 職 業 訓

練 ・ 教 育 政 策 、 社 会 保 障 政 策 と い う 福 祉 国 家 の 主 柱 と も い え る 三 つ の 政 策 分 野

に 定 め 、福 祉 国 家 の 総 体 的 な 社 会 的 保 護 機 能 が い か に 変 化 し た の か を 検 討 す る 。

本 論 文 は 、 ま ず 比 較 政 治 経 済 学 に お い て 発 展 し て き た 主 な 理 論 （ 権 力 資 源 動

員 論 、 歴 史 的 制 度 論 、 拒 否 権 プ レ ー ヤ ー 論 な ど ） を 詳 細 に 検 討 し な が ら 、 独 自

の 分 析 枠 組 を 設 定 し た 後 、 東 西 ド イ ツ 統 一 ま で の 福 祉 国 家 発 展 と そ の 政 治 を 歴

史 的 に 概 観 す る 。 こ の よ う な 理 論 的 歴 史 的 視 座 設 定 を 行 っ た 上 で 、 著 者 は 統 一

以 降 の 社 会 保 障 お よ び 労 働 市 場 政 策 の 変 化 、 労 使 関 係 と 連 帯 的 賃 金 政 策 の 変 化

を 分 析 し 、 最 後 に 年 金 改 革 と 労 使 紛 争 の 事 例 研 究 を 行 う 。  
本 論 文 の 主 張 は 、 以 下 の 通 り で あ る 。 ド イ ツ 福 祉 国 家 は 、 キ リ ス ト 教 民 主 主

義 が そ の 礎 を 築 い た と す る 通 説 と は 異 な り 、 戦 後 一 貫 し て キ リ ス ト 教 民 主 主 義

勢 力 （ Ｃ Ｄ Ｕ ／ Ｃ Ｓ Ｕ 社 会 委 員 会 派 ） と 社 会 民 主 主 義 勢 力 （ Ｓ Ｐ Ｄ 、 労 組 ） が

協 力 し て 構 築 し て き た も の で あ る 。 し か る に 統 一 以 降 、 ド イ ツ 福 祉 国 家 は 自 由

主 義 化 の 傾 向 を 見 せ 始 め 、 2 0 0 0 年 以 降 に お け る 福 祉 国 家 改 革 の 動 き は 、 そ の 流

れ を 顕 在 化 す る も の で あ っ た 。 賃 金 政 策 に お い て は 連 帯 的 賃 金 か ら 企 業 の 生 産

性 イ ン デ ッ ク ス 賃 金 へ の 移 行 の 動 き 、職 業 訓 練・教 育 政 策 で は ワ ー ク ･フ ァ ー ス

ト ・ モ デ ル 化 、 社 会 保 障 に お け る 脱 商 品 化 の 大 幅 な 低 下 が み ら れ た 。 こ の よ う

な 変 化 は 、 Ｃ Ｄ Ｕ と Ｓ Ｐ Ｄ の 協 力 関 係 の 内 容 が 変 わ っ た た め で あ る 。 か つ て の

親 福 祉 国 家 同 盟 に 代 わ っ て 、 自 由 主 義 同 盟 （ Ｃ Ｄ Ｕ ／ Ｃ Ｓ Ｕ 経 済 派 、 Ｓ Ｐ Ｄ モ

ダ ナ イ ザ － 、 Ｆ Ｄ Ｐ 、 使 用 者 団 体 ） が 主 導 権 を 獲 得 し た の で あ る 。  
本 論 文 は 、 幅 広 い 比 較 政 治 経 済 学 的 知 見 と 粘 り 強 い 資 料 収 集 ・ 分 析 に 裏 付 け

ら れ た 優 れ た 内 容 を も ち 、 上 記 三 つ の 主 要 政 策 分 野 に つ い て 政 党 内 政 治 に ま で

分 け 入 っ て 、 詳 細 か つ 包 括 的 な 検 討 を 行 っ て い る 。 そ の 分 析 概 念 の 操 作 や 論 文

構 成 に お い て な お 若 干 改 善 の 余 地 が 認 め ら れ る が 、 本 論 文 が こ れ ま で の わ が 国

の ド イ ツ 福 祉 国 家 研 究 を 遥 か に 凌 駕 す る 水 準 の 研 究 で あ る こ と は 間 違 い な く 、

そ の 年 金 改 革 や 労 使 関 係 の 変 容 に 関 す る 考 察 は 、 ド イ ツ の 第 一 線 研 究 者 の そ れ

と 比 肩 し う る も の と い え る 。  
以 上 の 理 由 に よ り 、 本 論 文 は 博 士 （ 法 学 ） の 学 位 を 授 与 す る に 相 応 し い も の

と 認 め ら れ る 。  
な お 、 平 成 2 0 年 8 月 11 日 に 調 査 委 員 ３ 名 が 論 文 内 容 と そ れ に 関 連 し た 試 問

を 行 っ た 結 果 、 合 格 と 認 め た 。  
 

 


